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月
１
日
か
ら　

日
ま
で
は

12

10

「
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
期
間
で
す
（
１
日
は
「
交

通
安
全
意
識
を
高
め
る
日
」
）。

こ
の
時
期
は
、
忘
年
会
な
ど
飲

酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
加

え
、
年
末
特
有
の
気
ぜ
わ
し
さ

や
帰
省
等
に
と
も
な
う
交
通
の

流
れ
と
量
の
変
化
に
よ
り
、
交

通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
、

交
通
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
思
い
や
り
の
あ
る
行

動
を
心
が
け
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
は
交
通
安
全
対
策
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８
０

６
）
へ
。　

　

【
重
点
項
目
】
飲
酒
運
転
の

根
絶
▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
▽
夕
暮
れ
時
の
交

通
事
故
防
止

　
《
症
状
と
流
行
時
期
》

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
潜
伏
期
間

は　

時
間
か
ら　

時
間
で
、
腹

12

72

痛
・
下
痢
・
お
う
と
・
吐
き
気

な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
重

症
化
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
通

常
１
日
か
ら
３
日
で
治
癒
し
ま

す
。
食
中
毒
は
、　

月
ご
ろ
か

11

ら
乳
幼
児
の
間
で
感
染
性
胃
腸

炎
と
し
て
流
行
し
始
め
、
１
・

２
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
、
そ
れ

以
外
の
時
期
は
、
患
者
数
は
著

し
く
減
少
す
る
も
の
の
年
間
を

通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
《
原
因
と
な
る
食
品
》

 　

生
カ
キ
、
野
菜
サ
ラ
ダ
、
和

え
物
な
ど
が
食
中
毒
の
原
因
と

な
り
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
食

品
中
で
増
殖
し
な
い
た
め
、
原

因
食
品
が
不
明
で
あ
る
こ
と
も

多
い
で
す
。
調
理
す
る
人
が
感

染
し
て
い
る
場
合
は
２
次
汚
染

の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

《
予
防
対
策
》

　

①
調
理
や
食
事
の
前
、
ト
イ

レ
の
あ
と
、
手
が
汚
れ
た
と
思

っ
た
と
き
は
、
し
っ
か
り
手
を

洗
う

　

②
調
理
施
設
お
よ
び
調
理
器

具
を
清
潔
に
保
つ

　

③
カ
キ
な
ど
の
貝
類
は
、
で

き
る
だ
け
生
で
食
べ
な
い

　

④
食
品
を
し
っ
か
り
加
熱
す

る
　

⑤
下
痢
を
し
て
い
る
な
ど
体

調
が
悪
い
と
き
は
、
で
き
る
だ

け
調
理
を
し
な
い

　

⑥
お
う
と
物
や
排
せ
つ
物
な

ど
汚
染
さ
れ
た
も
の
を
処
理
す

る
と
き
は
、
マ
ス
ク
、
使
い
捨

て
手
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を

用
意
し
て
厳
重
に
注
意
す
る

　

食
中
毒
は
、
気
温
の
高
い
夏

季
に
発
生
す
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
は
、
冬
季
に
頻
繁
に

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
だ
け

に
感
染
し
て
病
気
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
ま
た
、
感
染
力
が
非

常
に
強
い
た
め
、
人
か
ら
人
へ

の
感
染
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
の
症
状
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。
予
防
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
生
活
衛
生
課
（
０

７
９
８
・
２
６
・
３
６
６
８
）

へ
。
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　フグのおいしい季節になり
ましたが、フグによる食中毒
は毎年発生しています。フグ
は種類によって、食べられる
部位が限られています。フグ
を安全に食べるために、次の
ことを守りましょう。
　問合せは保健所生活衛生課
（０７９８・２６・３６６８）へ。
　�素人が調理しない
　�調理は、適正な処理がで
きる飲食店や販売店（市内で
は「フグ処理施設届出済票」
を掲示している施設）に任せ
ましょう
　�飲食店や販売店は、キモ
（肝臓）やマコ（卵巣）などの
有毒部位を提供してはいけま
せん

フグの 食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食 中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中 毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒に、ご注意！

　　　　　　　　　　市長、助役、収入役の給料と市議会議員の報酬は、
　　　　　　　　　学識経験者や市内の公共的団体の代表者などで構成
されている特別職報酬等審議会の意見を聴き、市議会の議決を経て、条
例で定められています。それぞれの支給額は表（14）のとおりです。

退職手当の算定方式
期末手当

(平成17年度支給割合)
給料月額等区　分

（a）×在職月数×0.49

4.45月分

100万8800円 (a)市　長

給 料

　

（b）×在職月数×0.36  86万8700円 (b)助　役

（c）×在職月数×0.28  77万5800円 (c)収入役

4.45月分

　 81万8900円議　長

報 酬

　

    73万7200円副議長

    65万5500円議　員

（１４）特別職の報酬等の状況　

特別職の給料など

　　　　　　　部門別職員数の状況は表（１５）のとおりです。
　　　　　　　また、事務事業や事務執行体制の見直しなどにより、
定員の適正化に取り組んでいます。進ちょく状況は、表（１６）のとお
りです。

（１５）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在・人）

定員の状況

主な増減理由
対前年
増減数

職員数区　分

平成18年平成17年部　門

1818議　会

一般行政部門

芸術文化事業等業務の教育
委員会からの移管等

5444439総務企画

2138136税　務

事務事業の見直し等－17532549民　生

事務事業の見直し等－6487493衛　生

1212労　働

－145農林水産

1212商　工

震災復興事業の進ちょく等－7261268土　木

　－2419081932小　計

事務事業の見直し等－26713739教　育

特別行政部門 －1371372消　防

－2710841111小　計

事務事業の見直し等－29246275病　院

公営企業等

会計部門

事務事業の見直し等－14241255水　道

事務事業の見直し等－77885下水道

－19293その他

　－51657708小　計

－102
36493751

合　計  （３８９８）（３８９８）

（１６）定員適正化の年次別進ちょく状況

平成18年平成17年平成16年区　分

　45万6951人　　45万974人　44万6251人人　口

　　　2992人　　　  3043人　　　3089人普通会計職員数

　　　 6.55人　　　　6.75人　　　 6.92人
人口1000人あたりの
普通会計職員数

�職員数は一般職に属する職員数
�カッコ内は条例定数の合計

　　（各年4月1日現在）

（平成１８年4月1日現在）

支給職員１人あたり
平均支給年額

（平成17年度決算）

支給実績
（平成17年度決算）国の制度と異なる内容西宮市区  分

23万9000円3億9127万円

国と対象範囲が異な
り、子および父母に1
親等の親族関係にあ
る者を含み、子の年
齢要件も一部異なる

配偶者1万3000円、その他の扶養
親族のうち2人まで各6000円（配偶
者がいない場合そのうち1人1万
1000円。扶養親族でない配偶者を
有する場合の1人目の子など6500
円）、その他の者各5000円。16歳以
降の子など5000円加算

扶養
手当

20万3000円
  6億1815万　
　 5000円

国は、借家・借間居住
者で家賃1万2000円を
超える者に支給、最
高限度額2万7000円。
自宅居住者は新築・購
入後5年間2500円

世帯主1万6340円、被扶養者2人ま
での世帯主2万425円、被扶養者3
人以上の世帯主2万5650円。非世
帯主7125円

住居
手当

11万8000円
  3億5822万　
　 5000円

利用する交通用具に
より支給額が異なる
（国には交通用具の区
分がない）

通勤のためにバス、電車など交通
機関を利用する者に、6カ月定期
券等の価額により支給（１カ月あ
たりの最高支給限度額5万5000円）。
交通用具利用者（自転車、単車、
自動車）は用具、距離に応じて
2000円～2万4500円

通勤
手当

88万1000円
  7億9831万　
　 3000円

国は、職位に応じて、
給料の8％～25％を支
給している

係長相当職位から局長相当職位に
ついて、給料の13％～20％を支給

管理職
手当

（１３）その他の手当（普通会計）
（平成１８年4月1日現在）

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を


